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  (株)日本総合研究所 原油市場展望 2026年10月

◆現状：100ドルを挟んで乱高下

９月のＷＴＩ原油先物価格は、月半ばにかけて

100ドル台後半に上昇。米国とイランの間で攻撃の

応酬が続いたことが背景。加えて、イエメンの武装組

織フーシがバブ・エル・マンデブ海峡付近の港湾都市

を掌握したことや、サウジアラビアの東西パイプライン

が攻撃を受けて操業を停止したことで、ホルムズ海

峡を迂回するルートからの石油輸出が停滞するとの

懸念も価格を押し上げ。月末にかけては、一時80ド

ル台後半に下落。米国とイランの外交交渉が進展

するとの期待や、東西パイプラインの輸送能力が早

期に回復するとの報道を材料に、中東からの石油供

給の増加が意識されたことが背景。

10月入り後は、90ドル前後で方向感に欠ける展

開。米国の中東への増派が価格を押し上げた一方、

Ｇ７による石油備蓄放出の合意が価格を下押し。

◆投機筋のネットポジションは小幅に拡大

投機筋の買い越し幅は緩やかに拡大。中東情勢

の緊迫化を受けて、原油価格の上昇を見込む投資

家が増加している可能性。

◆見通し：当面100ドル前後で高止まり

両国の戦闘がこれ以上激化しないことを前提とす

るメインシナリオでは、原油価格が100ドルを中心と

する高値圏で推移する見通し。ホルムズ海峡の通

航制約が価格を下支えする一方、東西パイプライン

などの代替ルートの活用や、中東産油国の輸出の

回復が上値を抑えることが背景。

原油価格見通し：当面100ドル前後で高止まり
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◆長期化するホルムズ海峡の「封鎖」

足元では、米国とイランの戦闘終結に向けた交渉

が難航しており、ホルムズ海峡の封鎖が継続。船舶

の位置情報を知らせるＡＩＳのデータに基づく推計

では、同海峡を通航するタンカーの数がほぼゼロに。

◆通常航行が停止しても、原油輸出は増加

もっとも、中東の原油輸出量は足元にかけて緩や

かに増加。海峡封鎖が続くなかでも輸出が回復して

いる背景として、次の２点が指摘可能。

第１に、迂回ルートの活用。サウジアラビアやアラブ

首長国連邦（ＵＡＥ）は、パイプラインを経由して

原油を海峡外のヤンブー港やフジャイラ港に輸送。

３月以降、これらの港からの輸出が増加。

第２に、タンカー同士の積み替え（ＳＴＳ）の活

用。報道などによると、ＡＩＳを切って海峡を通過

することで、原油を海峡外に運び出す船舶が存在。

こうした船舶から別の船舶に積み替えられたうえで、

原油が輸出されている模様。実際、大規模な迂回

ルートを持たないイラク・クウェートからの輸出や、フー

シの台頭でヤンブー港からの輸出が急減しているサウ

ジアラビアの輸出が、足元にかけて増加。

◆米国・イランの戦闘激化なら、輸出減少も

先行きも、中東の原油輸出は緩やかに回復する

見通し。ただし、輸出回復は限られたパイプラインや

ＡＩＳを停止した船舶による不安定な輸送に依存。

戦闘が激化し、こうした輸送手段が攻撃されれば、

輸出が再び減少するリスク。

トピック：ホルムズ海峡「封鎖」でも増加する中東の原油輸出
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米中間で動き出したAIを巡る危機管理 ―事案の情報共有と企業の安全対策― 福田直之 10月5日

英国で深刻化するニート問題 － 増加が続けば、英国経済・財政を一段と圧迫するリスク 
－

ジェイムズ・
パターソン

10月5日

米国、中間選挙後に懸念される政治分断と生活苦の悪循環 ― アフォーダビリティの悪化が
長期化すれば、家計購買力の下押しを通じて景気下振れリスクに ―

森田一至 9月29日

米中ワシントン首脳会談にみる「対立の管理」 ―通商休戦の延長と長期競争への備え― 福田直之 9月29日

なぜ米国のガソリン・ディーゼル価格が高騰しているのか ― 原油高だけでなく、製油業者の
マージン確保や税制改正も背景 ―

栂野裕貴 9月25日

AI輸出規制の実効性と限界 ―アメリカ対中国を事例とする技術管理政策への示唆 ― 福田直之 9月10日

FIMAレポ活用で為替介入余地は拡大も、円相場への影響は一時的 ―円高トレンドへの
転換には、日米金利差などの円安要因の変化が必要 ―

西村朱央 9月4日

日米政策対話に生じた不協和音 ― 財政・金融政策の不整合と市場の緊張 ― 井上肇 9月3日
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日本総合研究所主催 シンポジウムのご案内

米中対立の常態化や米国の自国第一主義の強まりを背景に、既存の国際経済秩序が揺らいでいます。こうしたなか、各国は存
在感を高めるグローバルサウス諸国との外交・経済関係の強化を急いでいます。日本も、OECD（経済協力開発機構）などと協調し
ながら、関係強化を目指していますが、現状はASEANやインドなどに偏重しており、アフリカや中南米との連携は限定的です。本シン
ポジウムでは、はじめに世界経済の構造変化や日本のグローバルサウス諸国との連携策の現状・課題を多角的に検証します。その
上で、日本がグローバルサウス諸国との関係を深化させるための具体的な戦略を議論します。

台頭するグローバルサウス
多極化世界における共創と日本の役割

上田 奈生子 氏
OECD（経済協力開発機構）
東京センター所長

遠藤 貢 氏
東京大学
大学院総合文化研究科 教授

末廣昭氏
東京大学名誉教授

若林 厚仁
調査部
マクロ経済研究センター所長

熊谷 章太郎
調査部上席主任研究員

石川 智久
調査部長

場 所 経団連会館 国際会議場
（〒100 - 0004 東京都千代田区大手町1丁目3 - 2）

参加費 無料

申込み 下記URL・QRコードよりお申込み下さい。

https://www.jri.co.jp/seminar/261113_713/detail/
応募者多数の場合、抽選になります。詳細は申込ページをご確認ください。

■お問い合わせ 株式会社日本総合研究所 調査部シンポジウム事務局
E-mail：100800-sympo_recep@ml.jri.co.jp

2026年11月13日［金］

14:30－17:00（開場14:00）
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